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《翻訳》 
 
「いろは歌」をポルトガル語へ訳す試み 
――アナ・リタ・カリーリョ先生との対話から―― 
 
Tradução portuguesa da cantiga do alfabeto japonês chamada «Irofa-vta 
(Iroha-uta)». Uma tentativa elaborada através da conversa com a 
Professora Ana Rita Carrilho da Universidade da Beira Interior. 
 
日 埜 博 司（HINO Hiroshi） 
 
 
 
キーワード  いろは歌，咎なくて死す，仏教（無常）思想，アナ・リタ・カリ
ーリョ先生 
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』という名で知られる一冊の写本が大東急記念文
庫に所蔵されている。いろは歌に関する最も優れた研究者である小松英雄
によると，この写本は承暦 3 年すなわち西暦 1079 年に書写が完了した。日
本語史の資料として，最も重要なもののひとつであり，知られる限りにおい
て最古の以呂波である1（原資料はもちろん縦書きであるが，ここでは便宜上横書き
とする。左から右へ，上から下へ読んでゆく）。 
以  呂  波  耳  本  へ  止 
千  利  奴  流  乎  和  加 
餘  多  連  曾  津  祢  那 
                                                  
1 小松英雄『いろはうた――日本語史へのいざない』講談社学術文庫，2009 年，43
頁。 
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以呂波の具体的な外形を確認してみる。左側に，歌謡としての意味を考
えず，ひとつひとつ独立した仮名として読む場合の形，右側に，有意の歌
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謡として読む場合の形を漢字仮名交じりで掲げる。 
  いろはにほへと 色
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  ゑひもせす 酔
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一読して，心地よい響きを具えた今様風の歌謡であることが，明瞭である。
この歌謡には，日本語の基礎的表音文字 47がすべて一度ずつ使われ，し
かも，たったこれだけの文字数で，優れて仏教的な哲学を謳い込むことに
成功している。世界の諸言語を網羅的に調べ尽くしたわけでもないので，
世界唯一の，などという形容詞を冠することには努めて慎重であらねばなら
ないが，おそらく，このような歌謡は，世界に類例皆無の無形文化遺産であ
る，と言ってよいのではあるまいか。 
ところで小松英雄は，歌謡としての以呂波の内容について次のように記
す。 
「色は匂へど散りぬるを」というのが，もっとも普通の解釈であるが，そう
読んだのでは，なにが散るのかよくわからない。「色」が散るでは，もって
まわった説明をしなければならなくなる。〔中略〕 「浅き夢見じ」か「浅き夢
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見し」か，すなわち〈見まい〉なのか〈見たことよ〉なのか，というたぐいの議
論をしてみても，哲学的論争になるだけで，客観的には結着がつけにく
い。2 
つまり小松は，歌謡としての以呂波の語義に多少の紛らわしさがつきまと
う以上，客観的に正しい唯一の解釈へ到達することは無理だ，と主張する。
冒頭の「色」からして曖昧模糊としているという。以呂波を外国語へ訳す者
の見識というか創意工夫が発揮される余地も，そこに生まれるであろう。 
以呂波をポルトガル語へ訳す試みについて言えば，昨夏コヴィリャンへ
赴く前，一応の訳を作り終えてはいた（ベイラ・インテリオール大学で行なわれた
外国人のためのポルトガル語集中講座に関しては，本誌に収めた私のレポートを参照
されたい）。コヴィリャンでは，ベイラ・インテリオール大学のアナ・リタ・カリー
リョ先生と交友を深めることができたので，多少の解説を附したうえで拙訳を
読んでもらい，貴重な助言を仰いだ。 
＊ 
当初私は，この「色」を比喩的に「女性の美しさ」と考えたうえで訳を仕立
てた。「散りぬるを」の「散る」も，これまた比喩的に「衰える」と解釈する。 
                                                  
2 小松英雄『いろはうた――日本語史へのいざない』26～27 頁。小松の言説のうち，
「なにが散るのか」についてであるが，この点，ロドリゲスが『日本大文典』で引用する例
文（後掲）が参考になるであろう。それによると，後述するとおり，「散る」ものははっきり
「花」である。「浅き夢見じ」なのか「浅き夢見し」なのかについても，ロドリゲスの記述が
頼りになる。ロドリゲスの耳が「浅き夢見し」であると聴いたことは，「し」に “xi” という音
節をあてたことから，判明する。だから〈見たことよ〉で間違いない，と愚考する。 
「いろは歌」をポルトガル語へ訳す試み
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拙訳において「匂へど」の「匂う」の主語は，必然的に「女性の美しさ」とな
る。「匂う」をポルトガル語動詞では cheirar という。最初に見てもらった訳で
は，この cheirar をそのまま用いていた。cheirar はニュートラル（中立的）な意
味を有する動詞であるから，「芳香が漂う」なら cheirar bem，「悪臭が臭う」な
らcheirar malとなる（それぞれに副詞を添える）。ただし，いくらニュートラルとは
いえ，この cheirarには何やら即物的な感じを覚え，使うことに躊躇がなかっ
たわけではない。そうであるにもかかわらず，cheirar bem で通そうとしたの
は，他に適切な表現を思いつかなかった，という単純な理由によるのである
が，この点についてリタ先生がみごとな答えを示してくれた。 
彼女の教示によると，先述の懸念どおり，cheirar という動詞には，やはり
目に見え手に取れるモノから湧いてくるニオイ――芳香であれ悪臭であれ
――という即物的な連想がどうしても伴う，したがって詩文にはふさわしくな
い，という。 
では，どんな表現を使うか。ひとからものを教わることの楽しさをつくづく
感ずるのは，リタ先生から “ter um suave aroma” という表現はどうか，という
指導を賜わったようなときである。おかげで，いささか気懸かりであった箇所
が，すっきりと上品になり，かつ美しい響きを持ち，しかも即物的な感じの漂
わない文章へ姿を変えた，と信ずる。 
Ainda que a beleza feminina tenha um suave aroma na flor da idade, 
todavia não deixa de decair algum dia sem dúvida nenhuma. / Quem 
poderia ser permanente e imutável no mundo em que vivemos? /  
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『日本小文典』に見える「いろは」。見出しに，「彼ら〔日本人〕の文字で示す‘仮名’の
シラブル。47 あるものを，上から下へ，右から左へ読む」とある。ジョアン・ロドリゲス著
『日本小文典』（日埜博司編訳，新人物往来社）より 
「いろは歌」をポルトガル語へ訳す試み
151 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『日本小文典』に見える「いろは」。見出しに，「彼ら〔日本人〕の文字で示す‘仮名’の
シラブル。47 あるものを，上から下へ，右から左へ読む」とある。ジョアン・ロドリゲス著
『日本小文典』（日埜博司編訳，新人物往来社）より 
「いろは歌」をポルトガル語へ訳す試み 
7  
 
Transpassando, no dia de hoje, as serras que ficam no interior, cheias de 
misérias e tristezas, / Teríamos que viver num mundo de sonhos vagos, 
sem ficarmos neles embriagados. 
ヨーロッパ人の言及した以呂波と言えば，まず，ジョアン・ロドリゲスが『日
本大文典』（長崎，1604 年刊）に載録したそれを思い浮かべる。おそらくこれ
が，初めてヨーロッパ語――ポルトガル語――で紹介される以呂波であろ
う。1610 年に日本を退去した後も日本語の研鑽を怠らなかったロドリゲスは
『日本小文典』（マカオ，1620 年刊）に，日本語の活字を用いて以呂波を紹介
した3。 
以呂波の意味と，その記憶法について，ロドリゲスは『日本大文典』で次
のように記述する。 
数字を除き，‘い，ろ，は’（I, ro, fa）の全部の綴字は，次のやうに甚だ
立派な意味を持った二つの二行詩の中に包含され，又それによって記
憶される。 
Saqu fanano, I, ro, ua, ni, vo, ye, do, chi, ri, nu, ru, uo, 
Va, ga, yo, ta, re, zo, toyǔzo facanaxi. 
                                                  
3 ジョアン・ロドリゲス著『日本小文典』日埜博司編訳，新人物往来社，1993 年，43 頁。
Arte Breve da Lingoa Iapoa Tirada da Arte Grande da Mesma Lingoa, pera os que 
começam a aprender os primeiros principios della. Pello Padre Ioam Rodriguez da 
Companhia de IESV, Portugues do Bispado de Lamego. Diuidida em tres Livros. Com 
licença do Ordinario, & Superiores. Em Amacao no Collegio da Madre de Deos da 
Companhia de IESV. Anno CIƆ. IƆC. XX, f.7. 
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Tçune, na, ran, v, y, no, vo, cu, ya, ma, queô, co, ye, te, 
A, sa, qui, yu, me, mi, xi, ye, y, mo, xe, zu. 
（咲く花の，色は匂へど散りぬるを 
わが世誰ぞ，と言ふぞはかなし。 
常ならむ有為の奥山今日越えて， 
浅き夢見し酔ひもせず）4 
この一風変わった例文を見てみると，16世紀末の日本では，「色」は「花」
のそれとされていたことが推測される。これなら「花」が「散る」のであるから，
「散る」は比喩的用法ではなく，文字どおり「散る」と訳せばよい。おそらくこ
ちらが無理のない解釈なのであろう。上記に対応した訳も下に掲げる。 
As flores, ainda que tenham um suave aroma no momento, cairão e 
espalhar-se-ão algum dia sem dúvida nenhuma. / Quem poderia ser, tal 
como elas, permanente e imutável no mundo em que vivemos? / 
Transpassando, no dia de hoje, as serras que ficam no interior, cheias de 
misérias e tristezas, / Teríamos que viver num mundo de sonhos vagos, 
sem ficarmos neles embriagados. 
 
                                                  
4 ジョアン・ロドリゲス原著『日本大文典』土井忠生訳注，三省堂，1955 年，223～224
頁。Arte da Lingoa de Iapam Composto pello Padre Ioão Rodriguez Portugues da 
Cõpanhia de IESV diuidida em tres Livros. Com licença do Ordinario, e Superiores em 
Nangasaqui Collegio de Iapão da Companhia de IESV. Anno. 1604, ff.55v-56. 
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上掲 2 種の訳をその背景にある仏教思想から理解してもらうため，ふた
つのトピックをリタ先生へ追加的に説明した。 
ひとつ。それは，偶然なのか，意図されたものなのか，議論のあるところ
であるが，以呂波には不思議な“暗号”が組み込まれている，とされることだ。
『金光明最勝王経音義』に 7 行で記された万葉仮名の一番下段（上記の引用
 
『日本小文典』に見える「いろは」の説明。――日本人はシナから文字を取り入れたけれど，
一部の文人学者を除き，一般の民衆がそれを使いこなすのには大きな困難があった。そこ
で，日本における‘真
しん
言
ごん
宗
じゅう
'の領袖にして‘弘
こ う
法
ぼふ
大
だい
師
し
’と呼ぶ Bonzo〔坊主〕が，西暦 810 年，
シナの文字から 47 を選び出した。彼はその文字から意味を捨て去り，ただ名称（音）と形象
（形）とだけを取り出し，さらにかなりの変化を加えて，‘いろは’という一種のアルファベット
を編んだ，と記される。そして「これを用いることによって日本のあらゆる言葉が便利に表記
できる。これを‘いろは’と呼ぶが，それはそれらのシラブルで始まるからだ」とある。 
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では一番右）の文字を並べることによって現われる「止加那久天之須」という
フレーズ。これは「咎なくて死す」と読める。これについて小松英雄は次のよ
うに記す。 
これは，われわれにとって大きな驚きである。人間がこの世に生きて，
罪科もなく，清らかに死んでゆくことができたら，どんなにすばらしいこと
であろう。これは，以呂波の内容とも密接に照応し，まさに仏教思想の理
想的境地を端的に表現したことばであるといってよい5。 
「咎なくて死す」――やや説明的に訳すとすれば «morrer de uma forma 
pacífica sem ter cometido pecados enquanto vivo, ou após a sua perfeita 
expiação»（生前罪を犯すことなく，あるいは罪の贖いを完全に終えた後，心安らかに
死ぬ）とでもなるであろうか。「仏教思想の理想的境地を端的に表現」するこ
のフレーズは，敬虔なカトリックであるポルトガル人にも，おそらくすっきり理
解しうるのではないかと思う。カトリックの定める宗教的罪科のかずかずを司
祭に打ち明ける（告解する）ことによりその赦しを得，しかる後に心安らかな
                                                  
5 小松英雄『いろはうた――日本語史へのいざない』54～55 頁。この「止加那久天
之須」（「咎なくて死す」）のことを初めて教えてくれたのは，流通情報学科のかつての
同僚水野惠子先生（日本語史）である。2004 年度にリスボアで在外研修の日々を送っ
ているとき，ポルトガル南部アルガルヴェ地方の高校で日本の宗教についてポルトガ
ル語で何事か話すよう求められた。迷うことなく，以呂波と，そこに秘められた無常思想
にふれようと考えた。お手紙で先生に相談し，御指導を乞うたところ，さっそくお電話が
返ってきた。引き続いて，どっさりと関係資料のファクスが送られてきたことを，つい昨
日のことのように思い出す。 
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死を迎える，というのは，カトリック信徒にとっても理想的な死であろうからで
ある6。 
いまひとつ。それは以呂波に明瞭に看取しうる仏教的な無常思想である。
門外漢が一知半解の解説をしても無用の混乱を招くだけであるから，代わ
って，リタ先生へ紹介するに，『平家物語』開巻劈頭の，人口に膾炙する一
節をもってすることにした。 
祇園精舎の鐘の声，諸行無常の響きあり。娑羅双樹の花の色，盛者必
衰の理をあらはす。おごれる人も久しからず，唯春の夜の夢のごとし。た
けき者も遂にはほろびぬ，偏に風の前の塵におなじ。 
この一節をやや説明的にポルトガル語へ訳したものを脚注に掲げてお
く7。無常思想に関わり，かつ『平家物語』からインスピレーションを得たに違
いないと思われる例文が『日葡辞書』（長崎，1603 年刊）に見える。それは「栄
                                                  
6 鮮明に覚えているのだが，2000 年フットボールのヨーロッパ選手権（ユーロ 2000）
で健闘したポルトガル代表選手の中に Boa Morte（= Good Death）という選手がいた。
「善死」とか「幸逝」とか名字で名乗る日本人がいるようなものである。 
7 Tradução tentativa e explicativa em português: ‘O sino do templo «Ghivonxǒja» ［祇
園精舎］– o qual foi fundado pelo rico discípulo de nome Sudat ［須達長者］ e oferecido 
a Buda e aos monjes – ecoa em nós uma canção da «impermanência». A cor cadente das 
flores das árvores chamadas «Xarasǒju» ［娑羅双樹］– as quais cresceram no local exacto 
onde faleceu Buda – representa a autêntica razão de que até os mais poderosos perderão 
infalivelmente a sua força. Quem com insolência abusa do poder, tarde ou cedo, o irá 
perder, pois a sua fugacidade se assemelha ao sonho ligeiro e passageiro de uma bela noite 
na Primavera. Mesmo o mais forte e feroz terá, por fim, que declinar, pois a sua vaidade 
será como cisco que, contra a sua vontade, pelo vento é levado.’ 
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耀」（Yeiyô）という語彙の項目。ポルトガル語で記されるこの語彙の説明も
見てもらった。 
Sacaye cacayaqu［栄
さ か
へ 耀
かかや
く］ . Prosperidades（繁栄） . Vt, Ninguenno 
yeiyôua cajeno mayeno chiri ［ 人間の 栄耀は 風の 前の 塵］ . As 
prosperidades dos homens são como pò, ou cisco que leua o vento（人間
の繁栄は，風に運ばれる埃か塵のようなものだ）8. 
 
                                                  
8 Vocabulario da Lingoa de Iapam com a declaração em Portugues, feito por alguns 
Padres, e Irmaõs da Companhia de IESV. Com licença do Ordinario, e Superiores em 
Nangasaqui no Collegio de Iapam da Companhia de IESV. Anno M. D. CIII, f.320. 
